
サービスの計測に対する需要調査研究 報告書 概要

サービスの計測に対する国民的需要を把握する調査（アンケート及びヒアリング）を実施し、
統計整備が急がれるサービス分野の優先順位付け及びサービスの計測に関する課題の整理を行う

 大学などの研究機関に属する研究者
 シンクタンク研究員・経営コンサルタント
 金融機関の調査・企画部門担当者、証券アナリスト
 一般事業会社の企画部門担当者
 企業経営者
 マスメディアの記者等
 国家公務員・地方公務員（アンケートのみ）

調査対象 調査概要 【アンケート】有効回収数 3,889人
（郵送：2,044 WEB：1,845）

●産業重視度 ●統計整備の優先度や要把握項目等

【ヒアリング】アンケートの回答者の中から 12人
●統計整備への意見 ●統計整備の優先度や要把握項目等

需要の高い順に「医療，福祉」「情報通信業」「教育，学習支援業」「学術研究，専門・技術サービス業｣｢金融業，保険業｣

＜ヒアリングより＞

・ 医療、教育などは質が重要であり、国民の関心も高い。サービスの質を政府が測定することに対する理解も得られやすいのではないか

【項目】多くの分野で「サービスの価格」「サービスの提供量」の需要が高く、「生産性」の需要は前記２項目と比べると低い

＜ヒアリングより＞

・ サービスのとらえ方自体がまだはっきりしておらず、サービス活動の概念等の調査研究が必要である

・ 国民の実感に合うような質、生産性を把握できれば、日本のサービス産業に対しこれまでと違った評価ができるようになるのではないか

【手法】行政記録情報、民間データ等の活用についても検討

＜ヒアリングより＞

・ 統計調査だけではなく、行政記録情報の活用によっても、国民に情報を提供していけるのではないか

・ 新たな統計整備もさることながら、既存統計の利便性向上策も検討すべき

・ 民間や業界団体のデータと補完し合いながら、統計整備を進める必要がある

目的

報告要旨
サービス分野

サービスの計測
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N=関係者 88.4% 53.5%

N=全体 77.1% 30.5%

N=関係者 88.7% 49.5%

N=全体 61.9% 26.4%

N=関係者 78.6% 47.0%

N=全体 62.6% 25.9%

N=関係者 90.7% 42.1%

N=全体 46.0% 19.5%

N=関係者 65.7% 42.5%

N=全体 65.5% 18.4%

N=関係者 76.9% 35.0%

N=全体 34.0% 14.9%

N=関係者 53.9% 20.6%

N=全体 35.9% 14.7%

N=関係者 61.9% 46.4%

N=全体 40.5% 12.9%

N=関係者 75.3% 57.7%

N=全体 36.0% 11.9%

N=関係者 62.9% 43.4%

N=全体 36.4% 11.4%

N=関係者 61.0% 28.8%

N=全体 30.3% 8.3%

N=関係者 36.6% 12.1%

○△ △ △ ● ○ ● ○■ □ □ ○▲ △ △ ▲ △
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学術研究，専
門・技術サー
ビス業

大 広範4位 ■ □ □ □

○ ○ ○ ○■ □ ● ●▲ △ ▲ △ △ △
教育，学習支
援業

大 広範3位 □ □ □ □ ■

統計整備の
優先度
(Q3A)

職業
～誰が～
(F3)

医療，福祉 大 広範1位 □ □ □

産業分野
産業重視度
(Q1)

□ ■ ■ □ ○ ○△ ▲ ○ ● ● ○▲ △ △ △ △ △

情報通信業 大 広範2位 □ □ □ ■ ■ □ □ ●△ △△ ○▲ △ △ ● ○ ○ ○▲ △

金融業，保険
業

大 広範5位 □ □ ■ □ ○ ○ ●■ □ □ ● ○▲ △ △ △ ▲ △ △ △ ○

電気・ガス・熱
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中 特定6位 □ □ □ ■ ■ □ □ ●△ △ △ ○△ ▲ △ ● ○ ○ ○△ ▲

卸売業，小売
業

中 特定7位 □ □ □ ■ ○ ○ ○■ □ □ ● ○▲ ▲ △ △ △ △ △ △ ●

生活関連サー
ビス業，娯楽
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中 希薄9位 □ □ □ □ ○ ● ○■ ■ □ ○ ○△ ▲ △ △ △ ▲ △ △ ●

運輸業，郵便
業

中 特定10位 □ □ □ □ ■ ■ □ ●△ △ △ ○▲ ▲ △ ● ○ ○ ○△ △

宿泊業，飲食
サービス業

小 特定11位 □ ■ □ □ ○ ○ ○□ □ ■ ● ○▲ ▲ △ △ ▲ △ △ △ ●

不動産業，物
品賃貸業

小 特定12位 □ □ ■ □ ■ □ □ ●△ △ △ ○▲ △ △ ● ○ ○ ○△ ▲

複合サービス
事業

小 希薄13位 □ □ ■ □ ○ ○ ○■ □ □ ● ○△ △ △ △ △ ▲ ▲ △ ●

サービス業
（他に分類さ
れないもの）

小 希薄14位 □ ■ □ □ ○ ○■ □ □ ○▲ △ ● ●

＊統計需要
統計整備の観点
～どんな観点で～

(Q3B)

把握項目
～何を～
(Q3C)

△△ ▲ △ △ ○△

※ 「Ｎ＝全体」はＴＯＴＡＬの値。「Ｎ＝関
係者」は当該産業と業務等で関係が深い
人を分母とした値

※ 統計整備の優先度順位：「統計整備
の優先度（Q3A、N=全体）」の値の高い順
で設定

※ 需要量：「統計整備の優先度」の割合
により、上位５位は大、10位までは中、11

位以下は小

※ 需要層：「統計整備の優先度」の割合
により、上位かつ全体・関係者とも高い場
合“広範”（全体５位以内、関係者40％以
上）、上位5位以外で関係者で高い場合
“特定”（全体６位以下、関係者40％以上）、
上位5位以外で関係者も低い場合“希薄”
（全体６位以下、関係者40％未満）

※ 職業、統計整備の観点、把握項目に
ついては、上位２位までの選択肢につい
て黒印


